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　1914年(大正3年)6月28日サラエボで、オーストリ丿皇太子夫妻がヤルビア人の一青年によって射
殺された事件を契機にして起こうた第一次世界大戦は、当時め全独立国51ヶ国中33ケ国までが参加
した文字どおりの世界大戦であった。日本も日英同盟を結んでいたこともあって、8月23日にドイ
ツに対して宣戦を布告した。日独の間で行われた戦闘はk当時ドイツ:が租借地/としていた中国山東
半島の膠州湾一帯、とりわけ青島要塞の攻防とサイパン、パラ牙√ヤルート、ポナペ、トトラレク島
等ドイツ南洋諸島の周辺海域ぐらいであった。前者の戦闘Tぐは√神尾光臣中将指揮下の特別編成に
よる独立第18師団が青島(せいとう)攻圖軍の生方どなった。9月2日に龍口上陸後二ヶ月余の戦闘で、
11月７日に青島要塞は陥落し、ドイツ軍は降伏した。ブ方後者の南洋海域では、二支隊編成の南遣
艦隊によって√10月末には赤道以北のドイツ南洋群島の占領を果した。第¬-次大戦時の日本車の活
動としては、これらの戦闘のみと受け止められがちであるが、実は1917年、白英国の要請をうけて主
として地中海での海上交通確保のために、三個の特務艦隊が派遣されているレこの作戦で78名の戦
病死者を出しで、内73名が地中海のマルタ島に葬られたことは余り知られていない事実懲ある６
　ところで、前述の青島占領によって約4、500名のドイツ人が俘虜と七で日本に送られ｀ゝﾄ｡全国各地
に設けられた収容所で5年余の俘虜生活を送ることになった。これらのドイツ人俘虜の中には職業
軍人以外に実に様々な人々がいた。例えば、大阪医学校の：ドイツ語教師をしてい万九Ｈ.l：ユーバプシャー
ル1)、南満州鉄道の東京支社に勤めていたＡ.ホップ、木下杢太郎と親交を深め、｢パｙの会｣の挿
絵も描いたフ=リッツ・ルンプ2)等日独戦争勃発に際し日本を退去七/て青島に移り、ト志願、応召して
参戦した人々である。他方、青島で教師生活に入って間もなく=戦争勃発で応召したり、ルマン・ボーつ
ナー3)のような青島在住の民間人がいた。青島はかつては鄙びた漁村に過ぎなかしったが、18闘年き白
月６日に締結された膠州湾租借条約をもとにドイツにょって建設され√16年余を経てべ小ベノレリツ
〉とも称されるほどのドイツ風の町に築き上げられていたのである。従って青島から応召七て俘虜
となうた人々には、鉄道技師、/鉱山技師、/造船技師、教師、牧師、ﾚ獣医師、パｙ職人、食肉加工場＼
に勤めていた者、郵便局員など種々様々の技能を身にっけていた者たちがいた。ﾄ　　　…　…………
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　戦争というものはいわゆる文化とは対極をなすもので、＼文明、◇文化の破壊を資すものでﾚある。そ
の意味では日独戦争もそれ自体は悲惨な出来事であって√文化と直接かかわるものではない。しか
し、戦争が契機となってのちに生じた様l々の現象には√文化交流七呼ぶ]ことが出来るものがあった。
5年有余に亙って日本各地の収容所で俘虜生活を送う七ドイツ人達は、収容所内懲実lに様々の営み
をした。演奏会、演劇活動、そして種々の講習会及び講演会とい|つた文化的活動の外に、パンやソー
セージ作り、野菜の栽培など日常生活に密接な営みﾉも行っﾄた6こうした活動を通して周辺の農民ﾉや
市民とのささやかな交流も行われたのである。大戦終了後も故国に戻らずに日本での生活を選んだ
ドイツ人道もいた。そう七だ人々の中には、例え:は神戸で洋菓子店を開いた者√東京でドイツ・レ
ス下ランを開業した者がいた。また、いうたんは甘木を離れたものの、やがてドイツ語教師として
再び日本に来て、終生住み続けた人もいた。しこうした事柄は優仏てつの文化的現象ミ日独文化交流
史上の出来事と見ることができる。犬　　　‥　　　　＼　ｊ＼……=。･。　。･･　　・。。
　松山、丸亀の収容所を吸収してやがて最大規模の収容人員を抱えた徳島の板東俘虜収容所では、
『ディ・バグッケ』＼という収容所新聞を始めとする種=々の出版物が刊行されたムペートーヴェンの
第九交響曲の本邦初演が、/板東のドイツ人俘虜によって1918年に徳島市内で行われたことは、今や
人口に檜灸し七いる。ここでは切手までが印刷、発行され、収容所内懲使用された。板東俘虜収容
所に関しては、既に二人の先人によってこれまでに幾つかの紹介がなさ‥れている。元ドイツ人俘虜
とも個人的にかかわりをもち続け、『板東ドイツ人捕虜物語』4)等を著七た林啓介氏及び、多年に亙っ
て多くの論文を発表した元豊橋技術科学大学教授富田弘氏である。故富田弘教授の遺著『板東俘虜
収容所十一日独戦争と在白下イ/ツ俘虜』5)は、今日余り顧みられることのない日独戦争の舞台となっ
た中国山東半島の青島に触れでいることでも興味深い文献であるら　ト　　　∧　　　　　　　ト
　ニところで現在鳴門市板東には、新装なったドイヅ館がかつでの俘虜収容所跡近くに建っている。
『ディ・バラッケ』を初めとする当時の文献や俘虜製作による品々など往時を偲ばせる物が展示さ
れている。数多くあった俘虜収容所め中でも、/板東収容所は特異な存在であうたといjえる。先に言
及したベルマン・ホーナーも板東で俘虜生活を送つた宍人であらレたよホーナーは後に大阪外国語学
校の教師となり、やがてドイツから呼び寄せた二人の弟も、それぞれ松山及び高知め高等学校のド
イヅ語教師となった。板東では収容所切手6)が発行されたレこのこと=はナ般にﾚは√児戯めいた戯れ
とも考えられるかもしれない。しかし後に触れるように、T切手の印刷、発行というものは一国の法
秩序、国家機能ともかかわる、極めT乙重大な行為なのである。。･。･。･。･。　　　　　・･。。　　　。･　。･･｡
　こうした幾つかの点からだけでもご、板東収容所め特異性が知れる。その最大の理由と七て所長松
江豊寿大佐の人間性があげられている6その出自が明治維新で不遇な扱いを受けた会津藩であるこ
古に言及ざれるこ＼とも多い。 1994年度の直木賞受賞作品である中村彰彦の『二つの山河』しは、松江
豊寿を扱うだ、小説というよりも一個の論文とも見な七うる作品である。1　‥‥‥‥‥　‥
　ところで青島はj日独戦争における攻防'の主戦場であう大。戦争に敗れたドイツは16年余に及ぶ青
島支配に終止符を打ぢ、代わって日本が7年余り占領1支配し、……中[司|こ･返･還されたの:ちも第二次大
戦終結まで多数の日本人が生活することになった。　ドイツ人俘虜の存在も=日独戦争の結果生じたも
のである。このように青島は下イツにとっでも、また日本にどぅでもかかわりのあうた町である。
しかしこうした青島については、今日ほとんど知られていないといらても過言ではあるまい。新田
義之氏の『Ｌヒアルト・ヴィルヘルム伝』7)が比較的当時の青島の事情にういて触れている･、とい
えよう。青島で活動した牧師にして中国学者のＲレヴィリレヘルムを詳細に論じた大著である。∧なおk
ヴィルペルムはヘルマツ・ホーナーが師と仰いだ人物でもあった:。＼　　　ト
　ノ本論は、しドイツが青島を占領し租借地とすﾚるに至らだ歴史的経緯と青島め建設の状況に触れて、
日本もかかわりをもった青島という都市に光をあてることを主眼とするものである。尚
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2､.青島占領に至る歴史的経緯
　ドイツが山東半島の膠州湾湾口にある漁村青島を占領し、やがてドイツ風め街を建設するｿに至っ
た歴史的背景は阿片戦争(1840-42)にさかめぼるノ中国は当時3億5､＼000万から4億の人口を擁＼してい
た。その巨大な市場は欧米列強の恰好の目標とされた。産業革命が進展〕していた欧米列強では急速
に工業化が進み、溢れる製品の輸出先が求められていたのである。j特に後発の資本主義国家ドイツ
における工業製品の生産量は目を見張るばかりの急成長を遂げていたレノド=イ犬=ヽン帝国が成立した翌年
1872年の鉄鋼の生産量は、先進工業国であったイギ万リスの年41万トンに対して、……ドイニツはまだ19万
トンに止まっていた。それが1895年の時点では、イギリレス333万トンに対しTペ上ドイツ;は382万=ドン
でイギリスを上回り、第一次世界大戦の前年1913年には、ｲ=ギリス766万トンに対して、〉ドイツは
実に1、732万トンにまで達してず=メリカに次ぐ強大な工業国にな９ていく＼のである。こケレだドイ
ツ国内での工業生産の増大は、勢いその市場を国外lに向けざるをえなかっだ。△阿片戦争後、中国ぱ
次々jと開港を迫られ、∧また天津条約(!858年)、北京条約(1860年)等によっjて√しカトリうク、ニプロテ
スタントの新旧キリスト教の布教も自由になっていた。　ドイツの目は中国に向けyられる流れにあっ
た。しかも世は更に鉄道敷設の時代でもあうた。　　　　　　　　　　十　　　　　　　二　　し
　1894年に起こった日清戦争は、｢眠れる獅子｣中国φ弱体振りを余す所なく＼露呈七だ。/翌年、21
ケ条の要求を中国につきつけた日本に対する三国干渉で、ドイツ：は中国進出を本格的に国家政策と
したのである。 1895年、時のボルマン海軍次官は将来中国に設けるべきドイツ東洋艦隊の基地とし
て、次の六ヶ所、朝鮮南端沖の心ンテベロー島、膠州湾、舟山島、厦門、:膨湖諸島ご香港に近い大
鵬湾をあげた。　　　　　　∧　　　＼　　　１．･。。　　　■･･■・　　　
■
･■･■■　･■■　　■■■■■　･■･■
　上記のいずれを採用するかはドイツ政府もにわかには決めかねていた。 1897年、地質学者に七で
地理学者のフェルディナント・フォン・リヒトポーフェツ8)及び時の東洋艦隊司令官で後に海軍次
官となったアルフレート・フォン・ティルピッツ9)は、政府、宮廷に膠州湾を給炭港及び海軍基地
として最適地と上申した。ドイツはそれまで、約2年をかけて中国の全沿岸の測量を行っていたの
である。またリヒトホーフェンは埓68年から1872年/にかけで詳しく牢国の地理、ト地質の調査、研究
を行い、後にドイツが利権として獲得することになる博山炭鉱も訪れている。エド＼イツ政府は更に港
湾工事の専門家ゲオルク・フランチウス1o)を派遣しで膠州湾の測量を行い、1897年夏には膠州湾要
求の決定を下した。　　　　　　■　■・　■■■　■　■■　　■■　■■･　　　■　　＼　　ノ　　＼　　　　　　ﾚﾀﾞ　∧〉
　しか七、∧当然のことながらドイツにとって、何らかの問題、事件が発生七ない限り行動をおこす
ことは出来なかった。そこへ1897年11月１日、山東省曹州府鍾野懸張家荘で二人のドイユツ人ｶﾄﾄﾘ＼ツ
ク宣教師が約30人の武装集団に深夜襲撃されて殺害ざれるという事件が発生した。ごその集団は拳匪
とも大刀会とも言われたが、=実態については不明のまﾀﾞまである。この事件を知らだドイツ政府はた
だちにドイツ東洋艦隊に膠州湾占拠を命じた。11月14日、ディしデリヒス提督率いjる軍艦三隻、カ
イザー、デルコナ、フリッツ・ヴィノレヘルムが膠州湾に入り、三時間後には青島に無血上陸を果し
た。青島には約300人の守備隊も配置されていたがドイツ軍と戦闘を交えくるものではなかった。
　ドイツにとってぱ実にうまく符牒が合ったようなこの出来事は、……当時どのよﾚうに受け止め俗れて
いたのであろうか。 1897年11月19日付けの『ソース・チャイナ・ヘラルド』紙は次ぎのように報道
している。　　　　　●●　●●●●　　　　　　　　●●●●　　　１　　　　　　／　　　十　　　………ｊ　　　　　　　　　十
〔ド〕イツの軍艦が中国の守備隊を追い出して青島の砦を占拠七たこ＼とは間違いな=いようだ。こ
の砦は、膠州湾の中央の島の上にあり、湾内の広大な艦船停泊海域の全体を支配でき△る位置に
ある。　ドイプがこの挙に出だのは、ドイツ人が惨殺さ=れたことに対して十分な報復を果すだ廿
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ではなく、かねてから念願していた海軍基地を手に入れるごとだったこと、そしてゝ.･.この港の
占拠が永久的なものになるだろう√という∧こどはぽぼ疑いない丿11）　　　　　ニ　　＼
　また、同月21日付けの『申報』は、余りに符牒が合いすぎるヶこ､とに不思議な思いを抱いて述べて
いる．　　　　　ニ　　　･.･･･.・..　　　　･･:　　･･　＼　　　　　　　　ダ..・・..　　　　・・.
　「しかし今回の迅速さは、余りに素早すぎるく嫌いがあこる。<最も不可解なのは先日ドイツ政府が
東洋海上にいるドイツの軍艦を日本に終結さ:せるべ七ことレいう皇帝の命令を下七、……ドイツ東洋
艦隊長官が全軍艦を横浜に終結させたことだ。ニドイ＼ツ政府のこの行動は特に不可解だ。という
のも数日を経ずして膠州湾を占拠する事件が起こトつためだ。/どう七でドイヅ人は山東でキリス
ト教徒迫害事件が起こり、軍事行動を起こすことになると予測できたのだろうか。」12）
　青島占領を果したドイツは6日後の11月20日ぐ北京駐笏公使フォン・ハイキング男爵を通じて総
理衛門に対して以下の6項目の要求が容れられない限り下イツ軍の膠州湾からの撤退はない旨の通
告をした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　　　　　　∧　＼　　　　　上
　1.山東巡撫李秉衡の罷免　　　　　　　　‥‥　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
　2.ダンツァー司教の起工する寺院を中国政府め費用で完成させ、それを保護する旨の牌札を立
　ノ上てること　　犬　　　　　　　　　　　　ト　●●●●●　●●●●●●●　　　　　　●●●●●　●●　●●●　　　　　　　●●
　3･L加害者の厳罰と十分なる損害賠償‥‥‥‥　‥‥‥‥‥‥‥‥ｊ　‥＼　　し
　4j今後に対する十分なる保証措置　　　　　　　　　丿　　∇
5.今回の行動に対する補償ダ　　　　　　‥‥‥　‥‥‥‥　　　　‥　‥‥‥ト　し　し∧
　6.山東省の鉄道、鉱山利権に関する優先権を下イツぱ与えること十　　　　　ト
ドイツの要求はこれに止まらず11月15日のドイこツ帝国議会では、膠州湾の永久占領の決議までな
され、23万口にドイツ政府は諸要求が容れられるまでは1占領地域の確保と臨時政府樹立φ用意かお
ることを総理衛門に通告すべし=との訓令を北京駐笏公使に発し‥だ。=こう上して1898年3月6H√若干の
変更を伴＼つたもののドイツの要求はほぼ全面的に通うで独清条約が締結された。かぐしてドイツは、
青島を中心とする膠州湾一帯551平方牛口に及ぶ地域を99ヵ年租借七、青島から済南まで430手口に
及ぶ鉄道と張店から鉱山の町博山までの支線40手口の敷設権並びに沿線15牛口以内での採鉱権を獲
得したのであった。　ドイツによる租借地獲得はたち=まjち英仏露等の列強に中国での利権獲得へと走
らこせた。このこどが程なくし七生じるいわゆる義和団事件べとづながる要素の一つとなづ=た。そし
てこれら一連の出来事の遠因としてアンツァギ司教の行動をあげることができる。
／　　　　　　　‥　　　　　　ニ3.アッッアニ司教と兌州問題　　　　　　ト
　ドイツによる膠州湾占拠の契機を作り出しだのは前章で述べたように、尭州府に近い山東省曹州
府鍾野蘇の張家荘で13)、フランツ・ニースとリペヒアルト９ヘンレという二人め神父の殺害事件であっ
た．しかし、ドイツが絶えず軍事行動を起こす機会を窺っていたことも、前章で触れたよう比半ば
公然の事実であった．そして一人のカトリック＼司教の行動が、虎視耽々として待ち望んでいたドイ
ツ政府の野望のお膳立てをしたとも言えるのである･． それではそjのアンツ=アー司教とは一体どのよ
うな人物で、どんな行動を七たのであろうか、ニ　ノ･．･．･．・．　　　　･．・　．・・　．．．･　．・
　ヨーハン１バプティスト・フォン・アンレツァニ14)はバイェルンのオーバープファルツの出身で、
青島（チンタオ）をめぐるドイツと日本･･ﾄ（１）（瀬戸） 145
1875年アーノルト＼･ヤｙセン15）によってオランダのテーゲルン郊外スタイルに設立されたばかりの
カトリックの海外伝道教団て神言会」に入ったＥ犬この伝道教団はオ:ﾗﾝﾉﾀﾞの地に設立=ざれはしたも
のの、純然たるドイツ系のカトリック教団である。 1858年及び1860年の天津√北京両条約によトつて
中国政府が新旧キリスト教の布教を全面的に認めてからも、ド子ツ系の教団は英仏に大きぐ遅れを
とっていた。アンツァー神父が布教のために初めて山東省に足を踏みいれたのは1880年のごとであ
る。山東省は自ら望んだのではなく、ローマの法王庁から割り当七Tられたものであったレやがて18
82年1月、カトリックの伝道未開拓地であった山東省克州府の辺境陽穀懸の故里荘に伝道の本拠地
を構えた。そごは省都済南や克州等山東省の主要都市とは黄河及び大運河によって阻まれていて、
条件の良いところではなかった。しかし3年後の1885年には√宣教師8名√助修±2名を擁し、＼教徒
は3､000人に達し、三ケ所に礼拝堂を設け、礼拝所は26ケ所、更に三つの学校を設置するなどめざ
ましい成果を上げた。か:くして1886年1月24日、:アンツァーは35才懲司教め位階を授けらることと
なっ尭。　　　　　　　／　＝　　　　　　　　　　犬。。　‥　……ｊ･、･。＼　　＼　　　一一　十　十
　七かし、山東省北西の辺地故里周辺ではこれ以上の成果は望むべ＼くもなかっﾆた。実はアンツター
自身山東での布教開始直後から、済寧あるいは克州に教堂を設けることを目指していたし済寧ぱ山
東省の重要な商業都市であり、兌州は行政、文化の一中心地であづたからﾄである。また兌州に教堂
を建てることには特に象徴的な意味があうた６兌州は孔子の生地曲阜とは目と鼻の先どもいえる位
置にあうたからである。　△　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　……………=･一犬
　1891年10月末になってやっとアンツァ¬は、大運河沿いの商都済南に布教の足掛かりを築くこと
に成功した。しかし、克州はアンツァーにとって依然:として踏み込めぬ聖域として立ちはだかづて
いた。 1886年9月にアントツァーは尭州に一軒の家を手に入れることまでは出来たのであるlが、そこ＼
へ移ることは官人（マツダリン）の抵抗に会い、結局その家も取り壊されてしまったのである。以
後アンツデーは執拗なまでに党州に固執し続けた。一つには、未だに克州に入れないことでフラン
ス人神父らの失笑をかっていたこと、もう一つには兌州に教堂を建七て、上口ニマから注/目を浴びた
いという名誉心からであった。　　　十　　　　　　　　　　　　・｡･･｡｡･｡･　｡｡　　　･｡＼　　犬
　尭州へキリスト教の宣教師を入れることに抵抗したのはひとり官人達だ廿ではなか:yつたよ孔子の
生地曲阜の庭先ともいえる位置にあることから、儒者も当然ながら強く反撥した。兌州周辺は『水
滸伝』の英雄達の事蹟に富むことでもまた神聖な土地であ‥つた。ニこうしたごとを宮人、儒者に説か
れた農民も素朴にかつ激しくキリスト教に反撥の姿勢を示したのである。こうして兌州では宮人、
儒者、農民一体となづてアンツァーの克州入りを阻止しようとしたの懲あった。もはや独力で目的
を達成することは難しいと判断したアンツ少＝は、北京の下イツ公使を通じて政府に助力を求めた。
そしてちょうどぞのころ、ド不ツ政府においても大きな動きがあった。1895年4月17日、すなわち
日本と清国との間で下関条約が調印されたその日、前述した給炭港として切中国沿岸六地点が挙げ
られたのである。　　　　　　　　　　　　　■　　　　■■　　　･｡｡　｡　　　:｡　　　　｡　・　/｡/･｡･　　　　　｡｡･ ｡
　1895年6月24日の早朝、アンツァー司教は初めて兌州の地を踏むことが懲きたよそ万の甘アンツァ=－
は、赤いボタンの付いた帽子を被り、宮人としての正装に身を包んでいた。∧赤いボタンは九品の位
階では第二位を表すものである。しかし、こうした権威を示しても宮人√儒者そして住民達の反発
は激しく、アンツァーは暴行を受けるなどして二日間滞在七ただけで退去せざるをえなかった。以
後アンツァーはブラント、シ４ンク、ハイキｙグの代々の公使に更に一層の働ごき掛けをして、中国
政府及び山東巡撫李秉衡へ圧力柴かけた＼のであった。　　　　十　　し　…………………………
上1896年5月１日、つい比靖国皇帝から李秉衡に対七七ナンプアー司教の要望を認めるようにとの勅
令が下された。 1896年9月８日、スタイルに於ける伝道教団「神言会」発足の記念Ｂにあた＼る白に、
アンツァーは二度目の兌州入りをした。 10年前に取/り壊された家の回復などの期間を待ってのこ=と
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∧でもあった。し10月２日には波里からその新しい本部に引き移つすこ。実1こ15年余の歳月をかけてアｙ
　犬ツァＴは所期の念願を果したのである。＼　……………………………………十くっつ……………
ニ孔子の故郷、ﾄ儒教の聖地曲阜にほど近い兌外に゛のドイツユ・〉カトリ＼レ‥グ教団の教堂確立は、各方面
　で注目をあつめたノベルリンの宮廷においても兌州ﾚの制覇は、伺じ山東省の膠州湾と=め関連でめざ
　ましい成果とみな‥された。皇帝ヴィルうルムｎ世社宮廷美術院に対して√尭州皿)教堂を飾るべく宗
ユ教的、愛国的な図柄の絵12点の複製製作を命:じた。……………:万‥‥‥‥‥‥　　　‥‥‥‥:‥‥‥‥‥‥‥‥
……8月始め、アンツァし一司教は北京でハイキング公使からその/12点の絵を下賜され、‥その月の13日
にはヨ４口うづに向けて旅立った6=け十マでば法王レオt3世に拝謁し√山東での教団の成果に対し
て!万フランの下賜金が与えられた。∧オラツダのメタイ=ﾉﾚにある教団の本部にしばjらく滞在した後
アンツァーは､1　ドイレヅ皇帝ヴィルヘルみｎ世に拝謁すべくしベルリツに赴いた。アヅッア４がベルリ
十ｙの外務省jに招かれたのは11月７日である。しか七その特には既に曹州府鍾野懸張家荘懲二－ス、犬
　ヘンレの二神父殺害事件が発生し七いたのであづたノＵ月４日=には、ス･タイルの本部にも山東での
　臨時代理司教フライナデメッツから事件の詳報が届いていた。ノアダツァ÷からの庇護要請を訴える
至急電報を待七)までもなく、ポッダムの新宮殿に居たヴネルペルムｎ世は、膠州湾占領の機会が訪
　れたごとを知った。14日にはディーデリヒス提督率いる∧ドイツ東洋艦隊が膠州湾を占拠しためであ
る。17U、アンツデー司教はポッダムの新宮殿に招かれ、づ皇帝一家と食事を共に七だ、本来ならず
　ンツァーは、下賜された絵にたいする感謝の念を幾重にも表すところであったが、話題は膠州湾に
＼終始した/のである。 16)‥‥‥‥‥‥‥‥‥十　　　　　　＼　　　　　　　　　‥‥‥‥‥‥
　　　　･｡･･｡｡　　　　　　･･　　･･4.義和団事件とこ『ド千ヅ式世界旅行』　　　　‥　　　∧
　　ドイツが中国七、551平方牛口の膠州湾二帯を99ヶ年租借七√半径50手口の周囲を中立地帯とし、
かづ青島‥=･/済南間の鉄道敷設権と沿線折半=廿以内で/の採鉱権を得こる条約を締結したしのは1898年3月６
　日のことであった。のぢに義和団の乱ども言われ√北京ぐ天津を混乱の増蝸に陥れ、列強8.ケ国か
　ら成jる連合軍の介入を招く武装集団が山東省南西で発生七だの:も1898年になづてからのととである。
△この義和団というのは、冲国史の上でも甚だ複雑にして厄介な存在である。拳匪、大刀会4義和拳
ト等様々右呼ばれ方をした個別の武装集団が√やがて合流して√統こ･的名称の義和団に収斂した、と
いうのが無難な受け止めかたであろう。その由来を反清朝的性格をもったレ種の秘密結社白蓮教に
　求めた説もあるが、これは今日否定されているようであるノ）　　　　　　　　　し　　∧　　……
　＼山東省一帯で当初散発的に発生した騒擾事件は、キリしスト教宣教師および中国人教徒に対するも
／のであった。宣教師に対七ては強引な布教と傲慢な姿勢に反撥を抱き、教徒に対しTごは村落の共同
　体の破壊者と見たからである。∇しかし、曹州府鍾野懸でごの=ドイツ人二神父殺害事件を好機とらえた
　ドイツが、膠州湾を占拠してから様相は変化した。時期を置かずに、しロシア、イギリス√フう齢ス
　トが次々に租借地並びに鉄道敷設権を獲得七すいくからである。こここに総七の外国勢力を駆逐しょう
という排外運動が、中国国内で高まっていった。‥‥‥　　‥　‥‥‥‥‥‥‥‥　　‥　　‥　　　　‥‥
　1898年1月28日、膠州湾中立地帯内の即墨でドイツ兵が殺害され、こ回れを理由にドイツはあら=た
な鉄道敷設権を得た。し1899年には、下イツとのかかわりで多く=の騒動が発生する。し3月末、山東省
石州府日照でドイユツ入技師が襲撃され、ドイツ軍は日照および折州に出兵七だ。6月18白には高密
で、鉄道敷設のため杭を打ち、測量をしていた下イツ人技師と周辺農民どの間で衝突が起こった。
上ドイダツ軍はこの時、し二週間lにわたって周辺村落で蛮行め限りを尽:くトしたと言われている。6月28日
には膠州で、武器を待った農民数千人が鉄道工事現場を襲い、……ドイツ兵と衝突、農民側に多数の死
　者がでた6こ淮した二連の出兵にたいして√かってドイツ東洋艦隊を率いた海軍次官ティルピッツ
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は青島総督イェシュケに対して、山東での騒乱の主原因は宣教師である、と注意を喚起ﾉしている。j
しかし、鉄道敷設の工事現場周辺での民衆蜂起は後を断七なかうた。 ＼!899年の年末には√半年前よ
り広範囲に暴動が発生し、1900年2月始めには、高密で再び暴動が起こり√ドイヅ人技師達は青島
に避難せざるをえなくなづた。ニ　　　　＼　　　　　　‥‥‥‥‥’‥‥‥　‥‥‥　‥‥　ｊ　　犬
　1900年に入ると、襲撃事件は山東一帯からさらに直隷に拡大√いわゆる義和団事件に発展七ていっ
た。寸扶潰滅洋上を旗印にし、清国兵とも合流して外国勢力の排除という大きなうjね力となってい
く。列強はイギリ友のシーモア中将を総司令官として､:大詰砲台を攻撃し√天津、北京へ進軍する万。
1900年7月18日、ド薗ツめケットラー公使殺害で義和団事件は→づの頂点=に達する６　ドイツは2万を
越えくる軍隊を本国より派遣、老ヴァルダー=ゼニ元帥18）が新たに連合軍の総司令官になって、やがて
北京を占領し義和団事件も収束するごとになる。　　ト　　　　…………………＼　土……1…………………
このように義和団事件は、その萌芽から終結に至るまでドイツのかかおりというものを無視する
ことができない。党州でのアンツァー司教の行動、上膠州湾占拠√山東鉄道φ敷設、そして山東内陸
部での∧ﾄﾞｲ｡ツ兵の蛮行が惹き起した、:とするのは言い過ぎであろうか。
ところで、丁47年グループ」の呼び掛け人の一人で、短編め妙手デルプレート･バｒツデルシュこに=
『ドイツ式世界旅行』19）という小品かおる。義和団事件の頃の中国が小説の舞台の一つにもな＼づて:いし
る十風変わづだ作品である。以下にその粗筋を示してみる。つ　　＼………ｊ　　　…………………△………
　　主人公はヨーハン・ベネディクト･ツィンマーマシという21才φ若者であ/る。レダルカン半島ﾀﾞのﾉ
　町モナスディールセ、あるフランス人ぶどう買い付け商人の下で働いている。1899年のﾀﾞある石召T
　集令状が届く。どこへ向かうのか知らないまま、ドイヅ帝国海軍艦船く口¬レライドに乗せら=れ
　る。スエズ運河、紅海、インド洋を経て、ヶマラレカ海峡を通過する頃、/中国に/向かっていること
　を知るのである。　＼　　　　　し　　　　　　　　　　　………………j　　……………＼〉ト…………Iし=:
　　1900年2月、膠州湾に入港するものの青島には僅かしか滞在せず4大池へ向かい、万列強/の連合
　軍司令官シーモア中将の指揮下に入る。鉄道防衛の任務に就いていたあ:る甘、不意打ぢを食らっﾂﾞ
　て危うく殺さ＼れそう‥比なる。青竜刀を振りかざした巨人を危機＝髪で倒してみるjと、‥それは大柄
　な老女で布った○･･　　　　　　　　犬　。･。　∧　　＼　　　∧　。･　　　　＼。‥‥‥‥‥‥‥:･・。。･･。　･･。･･。・･:‥‥‥‥‥＼j
　　丿㈲1年には連合軍の兵力は7万近くになり、70才･の老元帥ヴァルノダーゼノー伯〕爵が総司令官にな
　り、太池砲台を攻撃し、やがて北京に入城する。ヅインマ･一々ンが中国を後にするのは1902年の卜
ことである。　　　　　　　　　　　　　十☆　　　　　＼　　‥‥　‥‥　∧‥‥‥‥　‥＝…………　＼　Ｉ
　ドイツの場合は北京駐箭公使までが殺害されたごともあって√当時日本に滞在しノていたドイツ人
にとっても義和団事件は大きな関心事だったと思われる。エルヴィンうヘルツの1900年6月頃のﾚ日
記にはこの事件の記述=が目立うている。大活砲台攻撃に加わ:つた下イプの小型軍艦イルチスの艦長
ラッッは、重傷を負って横浜のドイヅ海軍衛戌病院ぺ搬送されたノ医師であったべルプは、………7月14
日に見舞ったことを記している。　　ト　　　　　　　　＼　　　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1
十ヴァルダニゼー元帥は1901年6月には日本に立ち寄づでいる。新橋駅頭には、ニ伏見宮貞愛親王√
シベリヤ横断で名を馳せ、太活攻撃に派遣された混成大隊の指揮官でも＼あった福島少将等が出迎え
るなど、朝野をあげての歓迎であった。在京ドイッ人社会では、翌年ヘルツとともにお雇い外国人
教師を解雇された法学者のＬ.リースが歓迎の辞をのべた。　……………万………　I…　……I…………………=…………
　ところで↓『ドイッ式世界旅行』の主人公ッインマ¬jマンは、冲国を離れたあと希望峰を回ってﾐ
さﾉらに南西アフリカのドイッ植民地でヘレ９族との戦闘に巻き込まれ√恋人め待う故郷ハンブルクレ
に帰還しためは1906年であった。　ドイッ植民地主義の膨張に飲み込まれ、バノイヅマ＝ヤン犬は図らず
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も大旅行をするごとにな、た。それ=が題名の意味するところである。 小説は、子供ももうけて幸せ
に暮らしているツィンマーマンのもとに1914年8月1、……=二度目の召集令状が届ぐところで終わる。十
▽　　　　　5.山東の〈日月〉印-一肩便史との関連で　　　　ニ　　　　犬ノ　ト
　　ドイツによって青島に設けられた官公署の一白ドイJツ郵政局は√プリンツ・ハインリヒ街とアル
ベルド街が交差する角にあった。青島の建設に関してはぐ山東鉄道の敷設という後の時代まで形とっ
して残る施設が大きな意味をもつことは当然であろ/う。ﾄところで切手あしるいはそれに押される消印
の話となると、一般には郵趣家、/つまり平たぐ言えば切手収集家以外は関心を示さないが√歴史の
意外な事実ないしは側面を知る手掛かりになるこjとがある６=板東の収容所切手に関しでも詳細にし
て全体的な研究がなされれば、新しい√意外な事実や状況が浮かび上が‥るかもしれない。2o）
＼1898年1月26日、青島占領後2ケ=月余りたって＼ドイツは最初の郵便取り扱い所を開設した。租借条
約締結の1ヶ月半ほど前であるレ郵便業務、中でも切手あるいは葉書に消印を押すﾚことは占領、ﾚ統
し治、あるいは実行支配の何よりの証七となるノ当初ドイツは上海ドイヅ局で使用していた切手を持
ちこんで業務を行った。それはドイツ､本国で使用本れている通常切手に〈China〉･という＼文字を加
刷七だ上海ドイツ局専用の切手である。上海では1886年から領事館内に取り扱い所を設け、やがて
郵便局に格上げされて郵便業務が行われていた。上海でこう七だ活動をしていたのはノドイツだけで
はなく、英、米、仏、露√日と後に義和団事件干渉軍を構成した国々も同様な活動をしていたので
ある。この背景には中国の近代郵便制度の確立が1897年と遅かづだことと、:列強が租界を形成して
いたこ●とによる。　　一一　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　∧
　1898年3月6員租借条約が締結されると、消印の下部にあづた〈海軍野戦郵便〉を意味するMarineニ
Feldpos七の文字がとり除かれて、TsintanfortC青島要塞の意）のみとなり、やがて上部はべTsintau
〉｀4･･｡下部は〈China〉の消印に変わった。1899年5月頃には√下部消印は〈Kiau-tschou〉（膠州）
と変化七、その年の末には上部表記も今日ドイツ語で表す場合の一般的表記法であるくTsingtau
〉に移り変わっている。なお1901年にドイツ政府は、海外植民地専用の切手二種を発行したノ図柄
はヴィルヘルムｎ世の帆船をあしらい、上部は膠州二カロリン諸島、カメノレーン、トーゴーなどの
租借地や植民地名が印刷されている。膠州湾租借地で使用される切手のみ1905年以降、それまでの
ペニピ、マルクというドイツ通貨表示から中国通貨のダシト、ドルに変わったJ
切手の消印からは膠州湾租借地におけるドイヅ局の設置場所を知る宍ことも出来る。 21）膠州、高密、
李村、沙子口、四方、洽口、努山保養所、そして青島市街地には青島大鮑島、青島大港、台東鎮及
び塔埠頭にドイツ局が開設されていた。後に日独戦争が勃発した際、/日本車も占領地域でいちはや
く＼郵便業務を行うている。1914年10月11日付け/の新聞は√王班庄ぱおいて野戦郵便局が開設され、
局員が日に1万通以上の郵便物に消印を押す様子を従軍記者の報告として載せている丿　十　ト
　さて、ドイツによる膠州湾租借は連鎖反応的に英√露√仏の各国に中国領土の占領ゝ/租借を惹き
起こした。それが義和団事件の引金になるが、その萌芽、誘因がアンツァー司教による強引なまでご
の党州にお廿る教堂の設置であったとも考えられるよそ/のごとを暗示する郵便史の上でも風変わり
な消印が膠州湾一帯で使用された。　　　　　　　‥‥‥‥‥‥＼犬　　　コ十
　ぞれは今日でもぞの意味するところが不明とされている、山東におけるト〈日月〉印である。日と
月を表す象形文字⑧と》を消印の左右に配し、年号は中国の元号光緒を使用、犬かつ陰暦表示でし
かも漢数字を用いるという実に謎めいた消印である6ごれ容の消印は1902年から1903年にかけて山
東半島でも限られた郵便局で使用された。中国郵便史の世界的権威でかつ中国切手の指折りの収集
家であった水原明窓も、一つの説を紹介しづつも判断を下すまでには至っていない。 その説とはく
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日〉と〈月〉◇を合わせると〈明〉となることから、反清朝を意味すふというものである。ｓしかし
山東から発して、のちに義和団とも総称される武装集団には、ト当初ﾚは下扶清滅洋卦を旗印にするも
のが多かったこどを考えると、必ずしもにわかに首肯できることで=はないレそれとも、やがては清
朝政府軍とも交戦するようになったからであろうか。ノいずれにせよ宍､列強8ケ国連合軍の介入を招
いた義和団事件は、山東各地で散発的に発生した反キ丿スト教運動、排外運動が源であるノ国粋的
とも思える消印の意味するものは、山東の歴史と文化、儒教の故里どいう精神風上と無縁ではない
であろう。　　　　　犬／　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬］　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
ところで山東の限られた、……しかも下イツの膠州湾租借地周辺め郵便局で〈日月〉印が使用された
ことは単なる偶然なのであろう:か。使用局は、雌懸丁博山、安邱ミ昌楽、流水l鄙平、諸丿嵐周村、
青州、菖州、即墨、平度、克州、折州の14局である。一見して下イプと実にかかわりのある都市が
多いごとに気付く。=周村、青周、昌楽、滞餌、博山心はドイツが利権として獲得した山東鉄道の駅
かおり、七か/も後者の二都市は採鉱権も手に入れた鉱山の町懲あるレ更に博山に至っては、地質学
者リヒトホーフェンが給炭港として膠州湾を押した理由の根拠にもﾉなっ光有望炭鉱で、:そのために
支線まで敷かれることになるのである。　ドイツによる膠州湾占領もそもそもは博山の炭鉱の獲得の
ためとも言える○’　　　　。」・・　。　　　　　　　・　　　。　･･Ｉ　　　・・　。　。。　　　・　。　・。・。･。
　即墨は、膠州湾占拠まもない1898年1月28日にドイヅ兵が殺害さ乱だところで、ドイヅ支配地域、
のちに中立地帯とされたところである。諸城、折州、菖州は、計画√調査段階に止まり建設には至
らなかったものの、膠州湾租借条約後にドイツがさらに獲得した利権√高徐鉄道の路線上にある。
ドイツ側による測量が住民の反撥をひきおこし、1898年3月には、折州府東方の日し照で技師が襲撃
を受け、ドイしヅ軍は日照及び折州に出兵するという折州事件も発生七だ。兌州についてぱごこで改
めて言及するまでもないであろう。安邱、折水、鄭平、平度は山東鉄道ゝ･･･高徐鉄道からそれほど遠
くない位置にある。党州と流州を除く12都市は総て、不思議にも山東鉄道が縦断する済南総局管内
にある。山東半島内でも芝呆を総局とする管内では〈口月〉印は使用さ=れていない。　■■■　■　･■　■■■
　　　　　　　　　∧　　　　　ト6.山東鉄道　　　　ト　　▽　▽　　万　　　　∧犬
　中国における最初の本格的な鉄道の敷設は、時の清朝政府に‥よしって1881年に着工されjだ北清鉄道
である。天津一太活一山海関十中後所を結ぶ全長345キロヤ、1894年に完成した。　しか七その後、
第一次世界大戦が始まるまでの中国における鉄道敷設は、圧倒的＼に列強諸国によるものであうた。
そう七だ列強による鉄道敷設も、その性質から二つめノグループに分けられる。犬　　　………
一つは、名目上の建設主体である中国政府には、資金を出し、建設を行った列強に総費用を支払っ
た後に（多くは数十年の延払いによるｙ返還されると＼いう形式のもので、大部分がこのグループに
属する。もう一つのグループに属するものは、管理、コ運営、さらには沿線からの一定範囲内に治外
法権的権利を建設の主体である国家が持ち、中国政府には何らの権利もないとい与鉄道である。口
シアの東清鉄道（満洲里一級苓河間、1､480手口）、フランスの雲南鉄道（雲南二労開-一一一一ﾊﾉｲ、8
57手口）、日本の南満洲鉄道（新京十人連、700手口）、そしてドイツの山東鉄道（青島一済南、430
キロ）がこれに属する。　　　　　　　　　　　　〉　　ト　　　　　　　　　　　　　　十
　山東鉄道は、既に述べたように1898年3月６日に締結ざれた膠州湾租借条約七よって得た利権に基
づいて敷設された。 1899年6月14日、ベルリツにおいて14の銀行√企業か石成る合同企業体、=ﾉ山東
鉄道株式会社が設立され、ドイヅ政府の認可を得てミ建設、管理、運営の一切の権利を有七たので
ある。一株1､000マルク、資本金総額は5､400万マルクであったら青島の工事事務所長にはパイツリ
ヒ・ヒルデブラント技師が就任し、起工式は1こ899年9月28日√青島築港のｃフ1エーリン=グ建設会社
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の工事事務所で皇弟ハインリヒ親王の鍬入れで行われた=。‥‥‥=　　‥‥　‥‥‥　‥‥‥‥‥
＼鉄道敷設に必要な橋梁、レール等の鋼材はすべでドイノツの企業に発注し、その額は2､500万々ル
クと資本金の4割り近=くに及んだ。またセメントもヨヤしロッパから=運ん=だ。止東は石灰ﾉの豊富な地
域ではあったが、……中国では当時まだセメン下が科用されず、ニしたがって採掘:もなされていなかうた
からである。地元中国の企業から調達しだのは、ﾉ石、ﾉ砂、ﾚ木材、/煉瓦が主たるものであらﾉた。
　鉄道の敷設にあたうては、種々の困難に直面した。〉大き＼く三つの問題が立ちぱだかった。第一は、
住民、農民達の立ち退きと土地め買い上げであ､る。ノ第二は、〈風水〉の問題、そして第三には、い
わゆる義和団事件が起こうたことである。立ち退き=と土地の買い上げ･に関しﾉては、個別に対応する
ことは不可能ともいえた。最終的には清国皇帝の鉄道建設の推進を図るべしどの勅令を受け、各行
政地区の長との交渉で決着がついた、第二の風水についでjは、万中国人の因習にかかれる文化的な問
題とい田畑の耕作という現実的な問題の両面があづだJ鉄道工事にょって水脈が涸れたり、し変化し
たり七ないかという素朴な疑念と良好な方位√方角を乱されはし=ないかという不安が生じ=たのであ
る。また、･路線が墳墓に懸かったり、脇を通る場合も多かうたレ中国では大規模な集団墓地は少1な
く、各家ごとに点在するのが普通だった：からであるノさらに列車の轟音が死者の鎮魂の妨げになる
ことも恐れられた。結局、墳墓の移転にあたっては、一基あたり∧10マ=ルクを支払うことで問題の処
理をおこなった。実はこの第一と第二の問題ぱ、前章でも触れた1899年6月18j日の高密での衝突事
件が契機で問題処理の解決がなされたのである⊇第三の問題が最大の難事で、工事は幾度となく中
断した。しかし、これに関しては前章で述べたとおりである。‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　　　　‥‥
犬鉄道敷設工事の進展状況について触れてみたい。＼青島郊外の四方の少し手前を流れる海泊河と白
沙河には、総延長240メートルの橋が架けられた。〉1901年4月8冊に膠州までの74手口が開通し、:翌
年の9.月には1=00手口=地点の高密まで鉄道は延びた。＼しそしこかｹﾞら21手r=､先で中立地帯を越え√148手＼Ｐ
地点にある離坊橋から鉄道は高度にして88メー下ル登る。……170平口地点の坊子からは√坊子、ミン
ナ、アニーの三つの立て坑に通じる坑内鉄道が敷かれる。　　土入　　｡････・　　　　｡･･｡･･　　　｡･　･･
　184手口地点浦懸には1902年6月１印こ連絡し、4ヶ月後の10月１日から山東鉱山会社(山東鉄道会
社とほぼ同じ銀行及び企業集団による合同企業体)◇によって√輸出および家庭燃料用として青島へ
のガス炭の供給が始められた。　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上＼
　禰河と浦河には、総延長450メ¬トルの：山東鉄道中最も長い鉄橋が架けられて、284手口地点め張
店に達し、そこからは博山に南下する唯一の支線上(約40半々レが分かれ、やがて勾配6ﾚ7度の登り
懲路線上の最高位地点に達した後、済南まで下るふっ　＼　　　▽レ犬　……………：　ニ犬　◇
　1904年2月に線路の敷設は完了し、1904年6胃1日、＼青島・済南間の本線430手口と張店・博山め支
線40手口の開通式が執り行われた6駅の総数は本線、支線併せて60、内9ケ所は駅舎を有七、他は
停車場および土塁を盛づたホームであった。鉄橋の総計は7､641メーレトル｡比及んだ6なお、∇建設工
事に従事した中国人は日に2万から2万5､000人、総工事費用は5､290万マルクで資本金内に収まった。
第一次世界大戦勃発時点での山東鉄道会社所有車両は、機動車46両、客車108両、貨車1＼､148両懲あら
　　　　　　　上　　　　　　　　　　7.青島の建設●●●●●●　　●●　　　　　　●●　　　　●●●
　青島はドイツによって町づくりが行われるまで:は√鄙びた漁村で、=17世紀の後半に建でられた、
舟神を祭神とする天后宮が唯一古蹟ら七い建造物であった。△しかし19世紀の終わりごろになると周
辺海域はにわかに慌ただしくなっ=だ。: 1891年直隷総督兼北洋犬臣の李鴻章は青島を海防基地に定め
て衛門を設置したが、膠州湾入り口の中央の黄島牡よび周辺の岬に砲台を構え、桟橋を築いた程度
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であった。　　■■■　　　1 ｡1　　　　11　　　　　　　プ＼･　　●∧　　　　　　　　　　　　●．　　　Ｉ●･ﾉ･　：　　ト
万青島にドイ∧ツ風の町を築くjにあたうて、冲国人の家は之二どごとく撤去吝れ√新たな地区へ移ざれ
たが、天后宮と簑門のみはそのま書残された。握門は官邸が出来るまで初代ﾀﾞﾛ≒ゼンノタノール及び二
代イェジュケの両総督が住居とし、皇弟ハインリヒ親王も青島訪問の折り:しばらく:仮寓した。　　〉
青島市街地は、ドイツ人住宅地域、商業地域、中国人居住地域に区分され、近代的都市計画の下
に建設された。　ドイツ人地区は青島湾に面して、道路も広くゆづたり七だ区画であくる。その北側は
商業地区の大鮑島で区画割りはドイツ人地区の半分程であるレその北側と北東の台東鎮は中国人居
住区で√台東鎮は「チェス盤が空から降って来た」25）ような碁盤目状をしていた。　　　　‥‥‥‥‥
　市街地建設にあたっては下水道の完備に特に意を注ぎ、本国ベルリレンよりも立派であったといわ:
れている。道路のあるところ必ず上水道と下水道があり:、その施設は完全な暗渠式で√真水と汚水:
を区分排泄する分離式と両者を同一管で排泄する混合式を併用したレ街め高低を巧みに利用し、＼汚
水の排除を三集水区域に分け、各区毎に最も低い所に汚水ﾀ∧ンクを設置して、電動ポンプで押し上=
げて海中に放出するというものであった。後年日本人が青島生活を頗る快適に感じた最大の理由の
一つが、この下水道の完備であった。しか七青島の最大め弱点は上水の確保でもあった。く山東半島
一帯の山岳地はほとんどはげ山で、湖も無く、青島周辺を流れる河も水量に乏七く、……水源になる場丿
所を欠いていたよ台東鎮の北西1キロ征ど先の海泊河沿いに設けられたポノンプ場が唯一の水源地で
あった。そこで青島市街の東端イルチ不兵営近くには公設洗濯場が設けられるなど、水の使用には
格別の注意が払われた。その関連でも大規模な植林事業が行われたのである。‥‥‥‥‥‥‥‥レ
　イルチス山中腹から競馬場に至る/なだらかな斜面と平地合わせて32万坪の植物育成試験場には、万
世界各地から↓70余種、ﾆ数十万本の花弄樹木が集められた。日本からは2万本、‥数種類め桜が運ばれ
て、試験場の一角に植えられ、そこは後に桜公園の別名をもつよう犬になﾑつた。また青島は緯度が東丿
京付近とほぼ同じことから、静岡の三州松も多く植えられた。=こレテした＼ことが√後に住んだ多くこの
日本人に青島を親しみのある町に感じさせることにもなった。市街地内で住宅を建てる際には、I敷:
地の三分の二は庭園とし七樹木を植えることが義務づけられ、やがて青島はその名のように緑豊か
な町となってぃった。　　　　十　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　二　　　十　　　………1:＝
＞ドイツ人居住地区の街路名には総てyドイツの人名:と都市名が付けられた6青島湾に面した海岸沿
いの広い道はカイザー・ヴィルペルム海岸通り√青島停車駅正面から真っすぐ東へ総督府方面ぱ伸
びる大通りは皇弟の名からプリンツ・ハイトンリヒ街、それと交差しで総督府に向かう通年はヴィノル
ヘルム街と名付けられた。他には、ビスマルク、ティルピッツ、リヒトホーフェン、ホＴ工ソロー
エ、ディーデリ：ヒスなど膠州湾占拠に功績のあつた人名が見Jられる。都市としては、ベルリン、ハ
ンブルク、ミュンヘン、ダ｀ンチ仁等の名が用いられた○　　　　　　　　･。ト　　　　　＼
　青島市街地および郊外の建造物について触れてみよう。　　　　六大　上･。　・。･　　　　。･。　・＼
　官営の主要な建物として、総督府√総督邸、ビスマルク、イルチスjぐモルトケの三兵営√総督府
衛戌病院、郵政局、独中大学、ドイツ人学校、食肉加工場、営林局等があ‥うた。＼　　　　　　１
　一方、民間のものとしては、党州に木犀をもつスタイル派のカトユリック天主堂、ドイプ福音教会、
青島駅舎、フリッツ・ハインリヒ１ホテル、山東鉄道会社√独亜銀行、才英独資本ノのビール会社√そ
の他ドイツ人経営のホテル、商店そして個人の住居がゆったりと点在していた。ト〈/Jyペルリツ〉=と
も〈東洋のベルリン〉とも称された所以である。犬　　　　　■　　■■■　｡　･･ ｡｡･　　・・ ｡｡･ ･:･･｡｡ ･｡ ･･･｡･･
　1903年4月、26年に及ぶお雇い外国人としての地位を打ち切られたベルツは√朝鮮、北京√青島
の旅にでるが、当時の青島について次ぎのように記している。ニ　　　し　　　　‥‥‥　‥‥ｊ
｢東デジアを旅行するものは初めて青島を見てびっくりする。感じのよい絵のような形の湾
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内に位置を占め、灰色、赤、上緑と色とりどりの山のふも剖こ沿うて、一見乱雑なように建って
はいるか、清らかな美しい都会で、家屋も多ﾉく………a
ウィルヘルム海岸通りは美しくて広く、個々/φj商店、ﾉ銀行、ニプ＼ﾘ＼シツ・ハインリヒ・ホテル√
立派で高くはない」２６）　　　ｊ　　　　‥‥‥　=．・．･･．･･．・　　　　　　．・　･･．･．．･
青島への途上、ヘルツは北京から天津そして白河を下づて太活を眺めている。･太活は義和団と列
強8ケ国の軍隊が激しい戦闘を繰り広げたところで、:そればまだほんの二年前め‥ことであった。　ダ
上｢何もかも、灰色一色。家屋はすべて土でできて=い」て、へいはもちろんの＼こと、屋根までわ
らに粘土が塗ってある。地面も同じ灰黄色であくるノズれ以上に荒涼とした√痛ま]しい光景は想
像もつかない。要するに、太活一帯は暗い感じがする、並はずれて暗い感じだ!し押白　　〉ニ
ベルツは、こうした感想を抱いたその日の午後に青島に到着しているのである。青島の美しさ=が
ブ層印象的だったのであろう。白河風景にづいては、1895年に宣教師として青島に赴任七、日本の
占領、統治下も青島にとどまり、1920年にドイプ=に帰づたリヒアルト・ヴィルうルムも同七ような
感想を抱いている。28)しかし、ヘルツは日記にさ石に以下のように記してもいる。　　∧　　十
　「ドイツ人はこの土地を単に租借しているにすぎないのだから、いずれにしでも期限がぐれ
ば再び清国側に帰するはずなのに、こんな大規模な建設をやるドイヅ人の気が七れないと、清
国側でﾉはいっている。もちろん、そんなことをいうのを、ドイう本国や青島ではあざ笑づてい
る。だが、清国とドイツ帝国と、どちらが永くト続くか√ぞんなことは誰にもしわからない!清国
はすでに幾多の強国よりも〈永〈続いた国〉であり、大帝国としてのドイツの将来は、自分に
はすこぶる危なっか七く思われるのだ!」聊　　ニニ　　　　　ニ　‥‥‥レニニ　レ　レ
　1897年11月14日に膠州湾を占拠し、翌1898年3月６日租借条約を締結したドイツが、16年余に及ぶ
支配、統治で青島、ニ膠州湾一帯に投下した資本は、ドイプ政府によるもので2億1､000万マルク、民
間資本も、山東鉄道資本金5､400万マルク､し山東鉱山資本金1↓200万タルク等優に2億マルクを超え
た。七かし1914年11月７日j、青島のドイツ軍はニケ月余りめ日本との戦闘で降伏し、そのほとんど
を失うのである。　　　　　　十　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ　　　　　　＼　　‥一　コ
注　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∧　　●●●●●●●●　●●●●　　　　　　●●　●●
　1）ﾄHans Ueberschaar (1885-1965)は、ザクセン州マイセンに生まれ、タイプTチヒ大学に学んだ。ﾚ1911年、
　　ﾄ大阪高等医学校にドイツ語およびラテン語め教師として来日。＼!914年志願兵として青島に渡り従軍、俘虜
　　となる。 1919-1932年再び大阪高等医学校在職。1932-1937年ライプチレヒ大学日本語学教授、日本文化研究
　　所を設立し初代所長。 1937年再度来日し､」939-1951年甲南高等学校講師、1952-1965年甲南大学教授、196
　　:5年1月万21日神戸で没す。　　　　　　　ト　　　　　　＞　　尚　　＼
2）丿ritz Rumpflこ関しでは、富士川英郎『西東詩話』（玉川大学出版部）中に「フリッツ・ルンプのこと士
　　＼と題した興味深い文章かおる。また『Deutsch毎回（ドイレッチュプント）』(Societats-Verlag､Ｎｏ/1､2／
　　95）中の記事「日本で捕虜になったドイツ人」がルンプに言及している。　　　　　　　　　　＼ト
　3) Herrmann Bohner (1884-1963)。テュービングン大学で神学、j哲学を学び、1914年学位取得後、「統合
　　福音派海外伝道協会」が青島で開設している学校の教師となる。リピアソレト・ヴィルヘルムの強い影響を
　　受け、東洋学の研究をする。 1914年、日独戦争で俘虜となり、板東収容所で『ディ・バラッケ』の編集お
　　よび記事執筆、講演会や講習会の講師をする。 1925-1950年大阪外国語学校の講師、1950-1963年大阪外国
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　　語大学外国人教授。Jこの間、日本文化に関する数々の論文、=著作を発表。」963年6月に神戸で没する。／
　4）丁板東ドイツ人捕虜物語』（CLバーディック／Ｕ．メースチヴ／林啓介√海鳴社√1982)は、=第一次大戦時
　のドイツ入俘虜、とりわけ板東収容所=に関しての先駆的文献といえる。∇林氏には他に=『板東俘虜収容所』、
　　『ユダヤ人の墓』く『鉄条網の中の四年半』がある。　　　　犬　　ニ　I‥‥‥‥‥‥　　‥‥‥‥‥　‥上　＼
　5）冨田弘『板東俘虜収容所一:日独戦争と在日ドイツ俘虜』（冨田弘先生遺著刊行会編、法政大学出版局ゝ･･･
　　1991)は、『ディ・バラッケ』に関する詳細な研究と青島のドイツ軍についてめ紹介ぺ一部は『陣営の火』＼
　　の訳）を含んでいる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥　　　……　I　‥‥‥　‥‥
　6）〔板東収容所切手〕は、土佐の〔村送り切手〕、日本の郵便制度発足以前に横浜で発行された〔サザヤラン
　　　ド切手〕とともに、日本政府の郵便事業によらずに日本国内で印刷、発行された、言わば番外の切手であ
　　る。詳七くは『日本切手専門カタログ』（郵趣サービス社）を参照されたい。。･･･　。。。･　･。　。･　・･。　　　・。・
７）新田義之『リヒアルト・ヴィ丿レヘルム伝』、筑摩書房、1994o同書は統合福音派伝道協会の宣教師として青
　　島に派遣ざれ、やがて中国古典の研究ゝ･/翻訳に打ち込んで√ドイツにおける中国学の泰斗となった
　Richard Wilhelm (1873-1930)の活動を克明に記述、論じたものである。当時の青島の事情にも触れて
　　いる。　　　十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く=
　8) Ferdinand Freiherr von Richthofen (1883-1905)∧は1860-62年にかけプロイセン通商使節フのブ員とし
　　て、冲国√日本、東南アジアを旅行した。1868-72年にかけては、中国をくまなく調査七√1870-71年には
　　日本に滞在七ている。ボン、ライプチヒ、ペルリンの教授を歴任した。　　　　　　　　‥　‥‥
　9) Alfred von Tirpitz(1849-1930)は東洋艦隊司令官の後、1897年に海軍次官、19U年に海軍元帥、1916年
　　無差別Ｕ－ポート戦支持者七して首相Bethmann Hollwegと衝突して退任した。　‥‥‥‥‥‥‥
10) Georg Ｆ皿nzius (1842-1914)は、ドイツの近代港湾工学の確立者であるLudwigCルートヴィヒ）の弟で、
　　祖父も港湾技術者であった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　十
ｎ）『外国新聞に見る日本』、第3巻1896-1902、本編上、123頁、毎日コミュニケーションズ、1992o　犬
i2）同上書、124頁。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　　　　　　　　　　　‥　　＋
13）この事件の発生場所を克州と記している文献が多数あるが、それは誤りである。　　犬　　　　　…………
14) Johann Baptist von Anzer (1852-1903)はOberpfalzのWeinriethに生まれて、ローマに没した。山
　　東地方におけるカトリック布教の先駆者で、彼が没した年には受洗者26,000名、受洗希望者40､000名こに及
　　んだ。　　　　　　　　　　　　　　　　■■■■　　　　　　　　　Ｊ　つ　　　　　　　　犬　　　　　　レ
15) Arnold Janssen (1837-1909)はラインラント地方のゴヅホに生まれた。1859年ボツでギムナージウムの
　　教師の資格を得たのち、ミュツスターで神学を学び、61年に叙階。長年教師をしだのち、非キノリスト教地
　　域への宣教という使命から1975年、ドイツ神言会(Die Gesellschaft des Gottlichen Wortes)を開いた。
16）この章を書くにあたり次の文献を参考にした。　　　　　犬　　　十　　▽　　レ　　　　　　　　ト　犬
　　Karl Josef Rivinius:Die katholische Mission in SM-Shantung. Ein Ｂ昨鎚ｈt des Legationssek、
　　retars Speck von Sternburg aus dem Jahr 1895 iiber die Steyler Mission in China.Steyler
　　Verlag､St.Augustin､1979.　　　　　　　　　　　　　∧
17）参照:『義和団』(G.N.スタイガー¬著、藤岡喜久男訳）、桃源社、昭和42年、第7章U1頁-112頁、及び『講
　　座中国現代史』第2巻「義和団運動丁中の堀川哲男「義和団の発展過程」、207頁-218頁、東京大学出版会、
　　1978o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■　　　　　・　・　　　　　・　　　　　　■■
18) Alfred Graf von Waldersee (1832-1904)は、1882年陸軍元帥、1889年モルトケの後を襲って参謀総長
　　となり、ビスマルク追い落としには指導的役割を果した。･　　　　十　　　　＼
19) Alfred Andersch:Weltreise auf deutsche Art.　　　　　　　　　　　　　　｡･｡･･｡･　　　･･
20）吉田景保訳注による『ドイヅ俘虜の郵便一日本にあった収容所の生活』（日本風景社､＼昭和57年）は、郵
十　便史のもつ意味合いとともに、フィラテリーの世界の奥の深さを示しているわ　ドイツにおいては今日も、
　　俘虜郵便の研究が極めて詳細な部分に至るまで進められている。　　　　　　＼　　　　　　ト　　ト＝
21）参照:水原明窓「膠州湾ドイツ租借地の郵便」、『郵趣』、財団法入郵趣協会、19叩年7月号、22-23頁。
22）参照:『東京朝日新聞』、大正3年10月25日付けの従軍記者大江素天の記事、「王併庄で」。　　　　　∧　犬
23）参照:水原明窓丁中国山東の〈日月〉印」、『郵趣』、財団法入郵趣協会、1990年10月号、22-23頁。　　………
24）この章を書くにあたり次の文献を参考にした。　　　　　　　　　　Ｉ　　　　　　　　　　　　　‥‥‥万　‥
　　DVera　Schmidt:Die　deutsche　Eisenbahnpolitik　in　Shantungl898-1914.Ein　Beitrag……2ｕ「
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平成７年91月29日受理
平成７年12月25日発行
　トGeschichte des deutschen Imperialismus in China.Otto Harrassowitz,Wiesbaden,1976.
六大2)Helmut Schroeter/Roel Ramer:Die Eisenb八卜nen in den einst d乱t乱恥ｎよSchutzge玩eten.
　ニOstafrika.Siid･westafrika,Kamerun,Togo一面･dｿdie･Schantung-Eisenbahn･浦川hr二Verlag,1993.
25) Dr.F.Behme and Dr.M.Krieger:Guide to Tsinぽtau ａｎｄ白雨白Surroundinぼs.4.Edition,Wolfen一
　犬buttel,1910,p.72.　　　　　　十　　　　　　十▽　＼　　　　　‥‥‥‥‥‥　　づ　ダ　　………
『ヴルツの日記』〕(上)(トク・ぺごルツ編、菅沼竜太郎訳)ご岩波文庫、315頁6　　‥‥‥‥‥＼
同上書、314-:315頁．　／　　　　　　　　．・．・･．　　･．．・　．･　　　　　･．･．　　　・ト　　十　　十
参照:新田義之寸ﾘ‥ヒアルト、ヴィソレヘルム伝』ﾄ134頁．‥‥‥‥　‥‥､‥‥‥‥‥‥　‥　‥‥　‥‥　‥‥
『ヘルツの日記』(上)、316頁．　　ト　ト　　＼　………………j･･･..･..･..･.　　.・　　　　　・・
　なお、財団法人フィノラテリーセンタヤ｢切手の博物館上より資料提供を受けたことを記して感謝申し上
げます．また、図↓の作成にあたっては、水原明窓下中国山東のイ日月卜印上中の図を参考にしました．
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